
 

 

今回は、狂犬病についてです。 

1年に 1回接種することが法律上の義務になっています。 

狂犬病予防注射の強化月間が4月～6月。 

改めて、狂犬病の恐ろしさについてお話します。 

<狂犬病とは？> 

病原体は、狂犬病ウイルス 

ウイルス性の人畜共通感染症で、人にも感染します。 

全ての哺乳類で感染リスクがあります。 

人・犬・猫・キツネ・コウモリ・アライグマ… 

 

 

 

狂犬病にかかった動物に噛まれることで感染。 

唾液に含まれるウイルスが傷口から侵入します。 

噛まれた部位や状態により発症までの潜伏期間は様々ですが 

人：1～3ヶ月程度  犬：2週間～2ヶ月程度と言われています。 

基本、人から人への感染はありません。 

狂犬病を発症してしまうと、ほぼ 100％死に至ります 

なぜなら発症後の治療法がないからです。 

 

<感染すると？>※厚生労働省 HP 参考 

臨床症状で診られる症状は主に 3 段階に分かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本は、「洗浄国＝狂犬病がない」という世界で数ヵ国しかない国です！ 

日本の周りの国々では、毎年のように狂犬病感染者が出ています。 

知識のない子供たちがいつも危険にさらされています！！ 

いつ日本に侵入してきてもおかしくない状況は続いています。 

「狂犬病がないから大丈夫」ではなく 

予防接種をして子供たちを守りましょう 

 

前駆期：初期症状 

人⇒食欲不振・発熱・倦怠感   犬⇒性格の変化 

咬傷部の痛みやかゆみ             行動異常 

 

狂操期：神経症状が出はじめる 

人⇒不安感・恐水及び恐風症・興奮性・麻痺・幻覚・精神錯乱 

 

犬⇒興奮状態（目に付くものに噛みつく・徘徊） 

光や音などに対する過剰反応 

 

昏睡期：末期状態（犬では麻痺期ともいう） 

人⇒昏睡（呼吸障害によりほぼ 100％死亡） 

 

犬⇒全身の麻痺状態による歩行不可・咀嚼筋の麻痺による嚥下困難 

    舌を垂らしながらの流涎・昏睡状態 

 

軽症 

 

 

 

 

重症 


